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1。年次総会案内

年次総会を春期シンポジウムと併せて下記の要領で開催しますので、こ案内申しあげま
す。

日時:6月25 (金) 12:40 13:20

場所:東京大学山上会館(次頁に示す案内図参照)
議題:(D 1992年度事業報告と決算報告
(2) 19 9 3年度事業計画と予算
(3)その他

なお、年次総会は規約により過半数の出席が必要ですので、同封の出欠表(委任状)にこ
記入の上必ず5月3 1日(月)までにご返送下さい。
(第11 回理事会を総会の前に開催します。)
時問:午前10時半一12時半
場所:未定

2。第6回春期講演シンポジウムの案内

『環境.生態系りスク研究の課題とアプローチ』テーマ

趣旨:化学物質や放射性物質による人体ヘの健康被害りスクの評価データは最近急速に充
実しっつぁる。この九め、飮料水質基準や環境基準の改訂の際にも個別物質毎のりスク評
価が重視され、環境政策形成の枠組みの中でもその位置づけが徐々に明確となりっつぁる0
国外では既に、健康被害りスク評価の方法論は生態系りスクにまで適用範囲を拡大できる
し、環境政策の優先度の決定は評価され九りスクと削減費用の比較に基づくべきである、
という議論すらある。
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しかし、定量化したりスクの削減費用と便益の評価やその関係などの研究は、わが国で
は緒にっい九ぱかりであり、りスクの相対評価やりスク・コミュニケーシ"ンについても 、

国情や国の社会的文化的背景を含めた広範な研究が必要であるとされる。
リスク研究が人の健康から環境・生態系ヘひろがりを見せっつぁる現在、本シンポジウ
ムでは、この分野で長年ご研究を続けられてき九士屋健三郎先生に歴史的展望をもっ九基
調講演をい九だく。これを受けて、上記の課題やアプローチにっいて分野の異なる第一線
の研究者の方々が様々な角度から話題提供し、パネル形式の討論を展開する。

1.日時1993年6月25日(金) 13:30 - 17:00

2.場所東京大学山上会館(東京都文京区本郷東京大学内)
3.講演会

a)特別講演土屋健三郎氏(前産業医科大学学長)
仮題『環境・生態系りスクと文化』

(2)パネルディスカッション

座長池田三郎(ネ土会工学)

話題提供者

横山栄二(公衆衛生学)

健康影響りスクの評価と管理という視点から
木下冨雄(社会心理学)

リスク認知、りスク伝達という視点から

松井三郎(環境工学)

リスク要因と環境動態という視点から

中杉修身(環境行政)

行政課題と政策対応という視点から
(終了後に講演者・討論者を囲んだ懇親会を予定しています)

4.参加費:1、 0 0 0円(資料代含む)

連絡先:茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学社会工学系池田研究室内
日本りスク研究学会事務局電話:0298-53-5380 Fax:0298-55-3849
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3。第6回研究発表会のお知らせ

日本りスク研究学会の第6 回研究発表会は、諸般の都合により予定より1日ずつ早めて

1 9 9 3年11月2 5日(木)、 2 6日(金)の 2日間、東京都内で開催することになり

まし九。会員の内外を問わず、りスク研究に関するアイデアや視点、実用例についての意

見交換や技法開発の試みのご発表を歓迎いたします。

a) 日時:

19

(2)場所:安田火災海上本社ビル、 2階講堂

〒160 東京都新宿区西新宿 1-26-1

Tel.03-3349-3111

(日程を

93年1

1日早め、士曜日を避けることに注意)

1月25日(木) 9:30-16:30

1月2 6日(金) 9:3 0- 1 6:0 0

(3)研究発表は 1人20分程度、討論 10分程度を考えています。ただし、発表件数によ

つて若干の変更があります。

(4)特別講演(予定)

『りスク学の課題一安全と危険』

末石冨太郎氏(初代会長、京都精華大学)

(5)共通テーマ(シンポジウム)

『りスク対話とりスクの説明と同意(インフォームド・コンセント)』

、

各種のりスクに関する情報にっいて、発信者と受信者の間に、情報量が非対称的配分さ
れているとき、深刻な事態がいろいろ発生する。九とえば、医者と患者、環境の汚染者と

被害者、製造業者と一般消費者などの関係について、りスクの説明と同意の問題が出てく

る。問題解決の九めには、関係者相互問において情報の往復作業を行うことが必要である。

(6)研究発表は、以下のように、 3つの企画セッションと 2 つの一般セッションにて行う
ものとします。

企画セッション 1

キーワート

企画セッシ"ン2:『りスク・マネジメントと保険』

:保険制度、モラルハザード、りスク管理キーワート

企画セッシ"ン 3:『環境監査:製造者と消賓者のりスク・コミュニケーシ"ン』

キーワード:公害防止管理から環境監査、国民総生産から環境資源勘定ヘ

『りスク・コミュニケーシ"ンと意思決定』

情報提供と同意、商品情報と製造物責任、行政における意思決定

(フ)企画担当は、酒井泰弘(筑波大)、三浦卓(環境研)、林裕造(衛生研)、

関沢純(衛生研)、加藤和彦(安田火災)の各理事。
(8)発表申込締切:7月末日

『りスク研究の諸問題』

『りスク認知の諸問題』

(予定)

(予定)ソション2

ソション 1



(9)発表希望者は、氏名(連名者を含む)、所属、連絡先、電話番号(FAX 番号を含む)、
希望のセッシ,ン名(上記の企画 1、 2 、 3 、一般1、 2 のいずれ力→に研究概要(400字
程度)を最終頁に添付の申込用紙に記入の上、下記までお送り下さい。

茨城県っくぱ市天王台 1-1-1 筑波大学社会工学系池田研究室内
日本りスク研究学会事務局電話:0298-53-5380 Fax:0298-55-3849

(1の発表原稿締切:10月2 5日必着

(11)講演要旨集:発表原稿は講演要旨集として発行しますので、必ずワープロにて原稿を
作成して下さいますようお願いします。原稿は、 1行4 8字で4 2行、 1頁あたり2016字
にて4-6頁で触用紙に仕上げてい九だけれぱ、そのままオフセット印刷を効率よく進
めることができます。活字 10.5 ポイント(5 号級)、文字ピッチ 3/20 インチ(3.6 mm)、

行問ピッチ V4 インチ(6.omm)を基本にします。図表の作成のさいには、原稿を約80%
に縮小することをご留意下さい。

(12)参加費:4 、 0 0 0円程度(予定)(講演要旨集、会場費を含む)

4 。尋f務局だより

4.1 会費納入のお願い

当学会は未だ財政的基盤は弱体ですので1993年度の会費の早期納入をお願いい九します。
送付済みの郵便振替用紙にて、学会費として

正会員(国際、国内) 4、 0 0 0円
2、500円凖会員(学生)
30、000円賛助会員

を下記の振込先までご送金下さいますようお願いい九します。ま九、通信経費の節約の九
め学会の領収書は発行しませんが、必要な方はお知らせください。

振込先:郵便振替:宇都宮 3 -11964

日本りスク研究学会

305 つくぱ市天王台1 1 - 1

筑波大学社会工学系池田研究室気付
常陽銀行研究学園都市支店銀行口座

普通口座 6子/¥Z夕b

¥
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4.2 会員状況

会員状況(1992年11月20日一 1993年4月20日まで)

正会員

準会員

継続

賛助会員

Z子ヂ(264)

9 (8)

日本N U S (株)

チハ、がイギ・(株)

J R東海(株)

電力中研(財)

動燃事業団(東海)

東京海上火災(株)

安田火災海上(株)

大東京火災海上保険

(株)日本総合研究所

東京電力(株)

新規入会

16

/j (2の

(の

a6)

J

退会

ゞー(1)

日本RA-DAR協議会

(株)りスク・マトメント・センタ・

プロクターアンドギャンブル・ファーイ・ストインク

日本モンサント(株)

(ネ士)日本化学物質安全情報センター

く財)経済広報センター

京都精華大学図書館

(株)住友海上りスク総合研究所

(0 )

C (0)

合計

注:()の数は1992年11月20日までの会員数

之メ乙(284)

//(8)

0

4.3 学会誌第6巻第2号ヘの原稿(論文、短信)募集

当学会では今年10月に日本りスク研究学会誌第6巻第2号の発刊を予定しております0
第5回研究発表会での講演を中心に編集する方針ですが、会員の皆様の研究成果やご意見
を積極的に掲載する予定です。特に、「りスク」問題に関して会員の皆様が日頃お考えの

ご意見、研究テーマの紹介、事例紹介や研究状況の説明、中間報告的なもの等を「研究短
信」としてまとめてい九だき、できるだけ数多く掲載する予定ですので下記の要領でこ寄
稿下さい。

(1)原稿締切:1993年6月30日
(2)原稿枚数:研究論文 8頁以内、寄稿論文 1~6頁、研究短信 1~2頁

(すべて刷り上がり頁数)なお、規定ページ数におさまっ九場合は掲載
料は無料としますが、超過し九場合は、超過ページ数に応じて印刷等に
係わる費用を負担してい九だくことになります。

(3)論文別刷り:100部以上50単位で、有料にて申し受けい九します。
(4)原稿サイズ:1 ページにっきファイルサイズは80行22字詰め a760字)

(図表等すべてを含む)

(5)採否の決定:寄稿論文、研究短信は編集委員会が採否を決定いたします。研究論文は
複数(2名程度)の査読者による審査結果にもとづいて、編集委員会が
採否を決定い九します。

(6)投稿要領:日本りスク研究学会誌に記載の投稿規定を熟読の上、投稿して下さい0
(フ)執筆要領:日本りスク研究学会誌に記載の原稿作成要領を熟読の上、原稿を作成し

て下さい。ま九、既刊号のかく論文、短信の体裁も参考にして下さい。

j0子(288)

18 aの

/J)(2の ご、(1) づユノ(308)十工 二口



4.4 学会誌第6巻第1号(特別号)のお知らせ
等学会では今年8月に日本りスク研究学会誌第6巻第1号を特別号(テーマ『りスク学
のアプローチ』)として発刊する予定で編集作業を行っています。以下にその目次を示し
ます。

第0章りスク研究(総論)

・末石冨太郎1.りスク学の範囲(安全と危険) ........ .

・酒井泰弘2.りスクと情報(不確実性と社会・経済) .....

第 1章りスクの源泉(問題、 T y p 0 1 0 g y)
・岡田憲夫・亀田弘行1.自然災害りスク ..... .. . ....

黒田勝彦2.都市災害りスク・ ... . ...

内山巌雄3.労働災害りスク・ .........

・佐藤茂秋4.食品・医薬品の発ガンリスク . .....

・・盛岡通5.環境りスク(地域・公害) .、...

池田三郎6.グローバル・りスク(地球・資源) ....

・谷口武俊フ.原子力及びエネルギー関連(爆発や落下を含む) ..

・小野克彦8.バイオ.ハザードや感染症(エイズ他) ....

・大島輝夫9.化学物質による健康りスク・・・ .....

・草間朋子10.放射線による健康リ.スク・ .....

・・田中
、.

11.廃棄物りスク・ .........

治・・鈴木12.企業の社会経済活動りスク・ .....

第2章りスク評価
・横山栄二1.りスク評価の枠組み(歴史と動向) .. .

・関沢2.りスク評価の手続き(Q R A) ... .....

3.疫学的アプローチによるりスク評価・・・・・・松原純子
・・池田正之4.生物学的モニタリングによるりスク評価・ ..

・・井上紘一5.システムエ学的手法によるりスク評価・ ....

6.決定理論による評価(期待効用や心理学的アプローチ)・中村曲
・東海明宏・中村正久フ.りスクの相対的評価・ .. ......

第3章りスク管理
・高尾厚1.りスク回避と保険(危険分散、隔離、補償) ..

・・広瀬弘忠2.りスク・パーセプション . ......

・木下冨雄3.りスク・コミュニケーション・・ .....

・阿部泰隆4.行政法とりスク管理・ . ............

・北畠佳房5.資源管理と予見的りスク管理・・ .... .

・田村坦之6.公共りスク(りスク負担と公平性) ......

・土井陸雄フ.りスクと社会・文化・ .. ..... ......

、

4.5 S RAニュース

S R A ニュースレターおよび学会誌 Risk Analysis (V01.12, no.3,4,1992)の目次を
お知らせします。記事、論文の複写サービスを有料(コピー代と郵送料:郵便切手で代用

可能)にて行いますので、必要な方は事務局までお連絡下さい。
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SRA・Japan to co・sponsor Joint Meeting in HawaⅡ
Onc 01' SRA・Japnn'S PI'oiccls dUト

i】1g 19り3 is bcgin11il]g pl;1ns l'01';1joi11t
1995 AnnU111 Ⅳlecli】1g in Hawaii 、viⅡ1

thc intel'nation(11 Socicly l'〔)1' Rlsk Anι11y・
Sis, said sRA council01' saburo lkc(111
at 11]e 1992 Ann11ι11 MCC【ino in snn

Dicgo.1kedιlis sccl'ct11ry 11nd (1Cpuly
Presi〔1ent of sRA・JaPι川.
This iS 山C firsttinW 山atlhc soci、

Cty wiⅡ both hold a joint annual mcCト
ing wilh sRA・Japan and selcct a siιe
Outsidc the conⅡnenta! united stntes

Orricials in both organiza【ions wiⅡ be
involved in the pla1川ing

SRA・Japan is also P1ιlnning 【WO
meetil]gs of its own. ThC 1993 SPI'ing
A則Wal Meeting and ＼vorkshop is on
June 25 in sanzyo Ha11 nt thc univer、
Sity of Tokyo. The meeting's topic is
"Appr011Ches Toward Risk Analysis,"
With Ken Tsuchiya, fonner president of
the Medical c0Ⅱege of 1Πdustry ιUld
Labor,11S the 旦LICST spcakcr. Thc siX小
Annual Meeting and symposium of
SRA・Japan is on Novcmbcr 26-27 in
Tokyo. The main thcme is "1nformed
Consent and Risk communicaⅡon."

North Reports on visitto Japan

Membership

SRA・Jnpan now haS286 fUⅡ mcm、
bel'S, eig11t student membcl'S,11n(1 16
Corporate membcl'S

Publications

The section is publishing a special
issue of its annual joul'nal this year,
tided Risk ιeλ'ic011. The cditorial com、

miltee hns sclccted 35 itcnls to indude

in the S110rt survey on risk s0山'ces, as・
Sessmenl, and management. The latest
issuc of t11C journι11,.1apa11e、se .h川1'11α1
0/'Ri、9k A灰11y、ヅぶ, was pL山lished in NO・
Yember 1992 and induded pnpers pl'e・
Scnted at the Fourth Annual c01寸er-

encc ofsRA・Japan. Topics inC1Ⅱde risk

PI'oblems in waste managenlent, an
economic nnalysis oflife insurance,ιlnd
risk assessment of tumor pl'omotel'S
Using no-observed・el'fect・1Cvcl dntQ.

The j0Ⅲ'n:11 ι11So i11CILKlcd 111e pro・
Cecdinos ol a symposium on lhe l'isk
ConⅡ'01 0f C11CmiCι11S ιlnd a rcsearch

PιIpel' on lhc dalabase Riskview. SRA・
Japan also conⅡnⅡCS I01)ublish its 〔1Uaト
tc】'1y newslc{tcr

RIS K 11e1υS1ι11ιリ', Fil'NI Q 11:1NCI' 1りり3

、

、

Warner North (1eft) with president Tomio Kinoshita.

D. Wα1ソ1C/'1V01'th,111e mu?1edl'ale

Paslpl'e.9idenl qfthe society/01' Ri、rk
A/1αlyヅS,1'ep01'1、9 0/1 his vi、git "り'1/1
"1embel'S ω"SRA・/apan ih ⅣOvcnlbel
1992

I was inlpl'csscd
by the cxtcnt 01' 1hc
diι110guC ιln(1 aclivc
queS11()ning l'0110wing
my t111ks nn(1 in inl'0ト
mι11 Convcrsntions.1n

JιIpan, as in 小C united
Stnles, nlany polnts of
View on risk ιU1ι11ysis
exist, renccting a di、
Versity of disciplinal'y
backgrounds and ex・
Pcricnce. SRA gives
Us opportunltles to
Ical'n from ench other

It was a gl'eat pleasure for me to
PartiCゆate in the sRA・Japan Fifth
Annun1 Ⅳleeting in Novembel'. My
U'ゆ bcgan in Tokyo wi【h a mcCⅡng
Wilh the Ra("onctive ＼vaste Mnnaoe、

mcnt pl'oject of thc jnpnn powcr
Reactor and Nudear Fuel Develop・
menl colporation for a discussion of
PI'ograms for disposing of 廿le radio・
active 、vastes from nuclear po、ver
Ocnel'nuon.

The next day 1 轡Ivc a lectul'e for
members or sRA・Japan from dle
Tokyo area, f0Ⅱ0、ved by adinner wiⅡ〕
many oflhec0山Icilmembers orsRA・
Jnpan.1 el]joyed 山e "de by l]igh・
Speed train to Kyoto and the opp01'tu・
nity to visit a sma11 Sample of the
temples in t11is beautifU1ιlnd historic
City while nιtending lhe mccting.

Such leaming is
CleιU'1y going 0n

Within the united s[ates, within Ja、

Pan, and through exlsting profes・
Sionnl associnlions bc【wccn lhc lwo

Countries."10pe thatthe professional
associιltions wilhin sRA as an intel'・

nι1Ⅱonnl socicty W川 Conlinue to ex・
P11nd,to the benefit of its members in
a11 C0山ltries

I WOUI(Hike to cxpl'css my np・
Prcciation to my hosts, especia11y to
Saburo lkeda, who hns bcen Japan'S
ambassador to thc sRA council; 10

Tomio KinoshⅡa,Ⅱle Japan section'S
Presidenr and academic host f01' the
Fifth An1ルal Meeting; to sadayoshi
Kobayasl〕i, who gl'aciously inu'0・
duced my talk in Toyko; and to
Taketoshi Taniguchi,圦,ho kept me
On Ⅱme and on course thl'oughoutmy
Vlsit.1 Was pleaδCd wirh lhe positive
1'eccption 「1'om sRA・」apan's colmC11
10 thc propoS111 f01' a 1995 joint an・
nual meeting in Hav",aii. we from lhe
United stι11es wi11 10ok forwa:d to

Working with ourJapanese c0Ⅱeagucs
to nulke thls meeling a lwgc succcss

、ιイ

Annual conference

About loo PιlrliciPを川ts a11Cnde(1the
FⅡ'1h Annunl conl'CI'cnce of sRA、Ja、

Pιln nt Kyoto univel'sity in Novcmbel'
1992. SRA past pl'csidC11t D.、val'ncl
N01'th 、VιIs dlC 川Vi{cd lcctul'CI' 1'01、ⅡIC

Con「剖'cnce 6Cc box nbovc). A synlpo・
Siun] on ul'b{1n risk issues was hcld,11nd

20 PιIPCI's wel'e prcsented on l'isk 11S・
SessiれCnt and nsk managemcnl

TO C0111aclsRA・Japan wl'北e 01' caH
SRA・JιIPιln scdion、 C/o sabul'o lkcda,
Univel'siιy or Tsukub11,(SCC ιlddl'css on
PngC 24) 1Clcphonc numbcl'(298) 53・
53SO、 1'11X nunlbel'(298) 55-3849,

C・n1ιlil: ike(1ι1@SI】11ko.sk.1Sukubι1.ac.jp
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Important Announcement

EDITORIAL

Siting a Hazardous waste FaC111W: A success sto!y in Retrospect
1νa11ιr E. Hα17'i$

Risk Analysis

LETrERS TO THE EDITOR

"The Mental Model" Meets " The planning process": y,rrestling wlth Risk communication Research
and practice

Brnhdeh B./01111S0門

Response: Relative versus Absolute Risk Modeling of Aaatoxln
/ohh c. Bowels

Present crislS 肌d the Future of Aicohol programs in BTaZⅡ
ιι"'z phlguem Rosa

Jousting 、vith Environmental windmⅡIS
Dehhb /.,aιιSleπbach

Note and comment on " General Deterrence of Drunk Dfiving: Evaluation of Recent knerican
Policies"

Paιι1 ι. zador n11d Hdria11 κιιmd

Toward HumHiw in statlstica1 1nterpretation
Ivilh'nhl N Evans,/ohh D.6rahα1", ahd Doreen <reviue

Did 小O La、VS Have 節 Effect?

四aιι1ι. zador n11d Hdrian κι1ιhd

CONTENTS

ARTICLES

Modeling Receptor・Mediated processes 、、,ith Dioxin:1mplicntl0鵬 for phalmncokineticS 飢d Risk
Assessment

ハイe1νhl E.バπdersen,ノ'ere1πy /. AI'i11工, uichae1ι. Gargas,ι017・e11e K'edderi工ιihda s. Bilhbaulh,
Dieがler Neιιbeル nhd lvi"mm F. Gルeπlee

A physi010glcaⅡy Based pharmacokinetic Assessment of Tetrachloroethylene in Groundwater for a
Bathing and showeTing Determination

Nnli z kao ahd Dnvid R. B1口Wπ

A compartmental Model for the predictlon of Breath concentration and Absorbed Dose of chloroform
After Exposure whHe showe!ing

kobert ι. chhlely α11d 河. k'evin Glens01ι

ES6mntion of potent河 Hea1小 Effects from Acute EXPOSUTe to Hydrog伽 Fluoride usin a " Benchmark
Dose" Approach

Geo,苫e 酪河1巳Υecl; David c.ιe1νis, and Ⅳα,1Cy ι.ノ?ngle

PhaTmacokinetic Modeling of Tlichloroelhylene 飢d Trichloroacelic Acld in Humnns
BπιCe c.河1/e11 ロノ1d /Cがシey ly. Fbher

Evnlunting t11C Risk of Livcr cn11Ccr i11 Hunlans Exposcd to TriC1110roCⅡlylcnc ushl, ph si010 ical
Models

jιガ)ぞy 1此 Fhher a11d BnιCe πガe11

An Altemntive Appr011Ch to lhc Modcli!1g of probabiⅡty Distributions
S. y /'hlm{y clmh

Some criteria for EⅦIunting Rlsk Messnges
Neil D.1Vehlslei/1 n11d pelel'八1. sn11ιb11α11
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From Experimen始IDeS匁n to
凡'sk uanagement

'、、'叉_ egulatory agencies, including EPA, are
I×、 colnlDitted to an increasing reliance on
quantltative risk assesslnent in support of lnajor
tegulatoTy dedsions. Accutate health・based rlsk
assesslnents tequiTe an underS仏nding oflnechaNS工ns
bywhichchelnicab a丘ectlivitlgorga1ιislns.1n thepast,
、owever, much inforlnation gaHlered under t11e
Ulnbrel!a of lnechaNstic toxic010gy }1as been of Ⅱttle
directvaluei11theriskassessmentprocess. Mechanistic
teseatch has to be highly focused to address specific
issues irl a quantitative fotln to be usefⅡ1 註) these risk
assesS工nents. Today, funding of】杷althe丘ects research
facesintense competition 丘om lnany 0小erilnpott即t
enviTONnen捻lactivlties,includitlgp0ⅡU60nabatement
! andremediaHon. Toe丘ectivelyilnpactriskassessment
. and justify expenditures of scarce Tesources,
.1nechanistic heaⅡh teseatclt W辺 have to be expliciHy
designed to provide speci6C itLformation for use 註、
quantitative health Tisk assesslnents.

The putpose of the symposium is to provide an
Opportunit)1foractivedialogon the ToleoflneC11anisuc
bi010gicalresearch i11futL1τeriskassessmentstrategies.
Specific goals are to djscuss the f0ⅡOwing issues:

. current use oflnechanistic bi010gical data in
quantitative Tisk assesstnents

. The changin宮 face of healt11 e丘ects Tisk
assesstnents in response to increasingly
SOPMsticated knowledge ofthe mechanisms
Oftoxic e丘ectS 田、d bl010gicalfuncuon

. Role of mathematical models of bi010gical

SysteTns in integ捻ting research acHvities,
jdentifying data gaps, deS培ning mechaNstic
Studies,and reducinguncertaintiesin tl、erisk

.

J宰・_'.

、,、

1}}シ'、子又1ン1Pゞ.、)、
、^、、、、'、,、、ト←y '

、、

゛.

.

て^

0

て二^
^,^

工^
^
^
ぐ紫一J
てコ'.

一 1

L

=三
戸"^

ぐ冨て宅=
ぐ」.谷
^"一司、.ー

と=^
<^
^

(^
^,^

Cゞニ

'

Cミ!1 ΥC !' F,U S Li二.{'ミ

.、1論擬嚇廊g答察弛"'

An oppotヒ1nity wiⅡ be provided for attendees to
Present posters on topics related to the thelne oftlw
Sylnposium. GuideⅡnesforsubmissions ofabstracts
M11be sentto those indicating thelr interest on the

^^^

HEALTH 正FFEcrs RESEAI{CH LABonATOR

里

attached information requestform.

A11f0力船 me to he アeιU力led to ReS即rC11nπd EυαIuntion
扮Ssociates,111C.

く二二y

゛.
喝

'点'、誠L、心゛、叉徐'恐"

塾

Fot'[JI0 「'( 1{、 1こ:'畿 e.d o r、

Please complete and return the attached form to
receiveadditionaHnformationregardingthesympo、
Sium agenda,speakers,registration, and accon血0-
dations. Thesepackageswi11bemailednolaterthan
June,1993.

亀キ*粥

.、

nssessment process.

Con北リ゛nιι Cooro'1n口liコn l"rovid0ご 6」や

ResearC11 and Evaluation Associates,1nc.

10O Europa Drive, suite 590
ChapelHiⅡ, North car0Ⅱna 27514
(919) 968・4961

四19) 967-4098, FAX

、

Sponsoled 日V

H田lth E丘ects Research Laboratory
US. Environmentalprotection Agency
MailDroP 51
Research Triangle park, NC 27717
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日本りスク研究学会第6回研究発表会講演発表申し込み害
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